































































総合雑誌『国民之友』を電子化したデータベースで，1887（明治 20）年と 1888（明治 21）年の全 36
号分を対象とした全文コーパスである。国立国語研究所の短単位規程にして約 103 万語，80 名以上の
著者数を擁するコーパスである（近藤 2014）。『太陽』のコーパスは，博文館より刊行された総合雑誌
『太陽』の 1895（明治 28）年，1901（明治.34）年，1909（明治 42）年，1917（大正 6）年，1925（大























雑誌名 年 文字数 語数（記号除く） 記事数 著者数
『国民之友』 1887/1888 ― 101 万語 800 記事超 80 名超
『太陽』
1895 3,340,782 字 202 万語 722 記事
1,000 名超
1901 3,239,029 字 197 万語 624 記事
1909 3,102,795 字 187 万語 746 記事
1917 2,960,783 字 180 万語 527 記事
1925 3,423,588 字 203 万語 1063 記事
『キング』
1933 645,773 字 37 万語 155 記事 123 名超
1941 684,350 字 41 万語 152 記事 110 名超











区分 アウ イク イレル ススメル ナラウ ハナス
UniDic
合う 行く 入れる 進める 倣う 話す






















　年次 40 万語規模の『キング』のコーパスにおいて 1 年に 20 件程度の頻度が確保できるように，100
万語あたりの相対頻度 48 以上の語，近代雑誌コーパス（約 1150 万語）における頻度 485 以上の語を
対象とする。この条件に該当する和語の自立語は 657 語あり，品詞別には，動詞 269 語，名詞 195 語，
副詞 73 語，形容詞 38 語，代名詞 25 語，形状詞 19 語，接続詞 19 語，連体詞 14 語，感動詞 5 語が含ま
れる。このうち，本稿では，①高頻度の語数が最も多い，②用例数が豊富なため用例分析に適切であ






























表記 1887 1895 1901 1909 1917 1925 1933 1941
全記事 50 93 64 70 65 86 42 28
「頼」
34 53 43 53 53 77 38 26
68.0% 57.0% 67.2% 75.7% 81.5% 89.5% 90.5% 92.9%
「恃」
17 30 20 18 13 7 0 1
34.0% 32.3% 31.3% 25.7% 20.0% 8.1% 0% 3.6%
「憑」
0 1 3 0 1 0 0 0
0% 1.10% 4.70% 0% 1.50% 0% 0% 0%
仮名
1 14 4 2 0 5 5 4
2.0% 15.1% 6.3% 2.9% 0% 5.8% 11.9% 14.3%









対応表記の減少 P から S に移行 「カツ（克）」：1895 年.41%.⇒.1941 年.0%




仮名表記化 S/P から K に移行
「ヤル」：.1887 年.遣：仮名.=.48%：52%.
1941 年.遣：仮名.=.3%：99%
漢字表記化 K から S/P に移行 該当語なし
　表 4 の条件に従って，249 語を分類し，なおかつ大きな変動がないと判断した残りの語も，「S不変
（Sのみ）」「SPゆれ（基本はSまたはPだが年によってもう一方の判定になる）」「P不変（Pのみ）」の



























































示すと，表 6，表 7 のようになる（その他周辺的な表記に「更」，「渝」，「易」と仮名表記がある）。
表 6　カエルの表記別使用記事数と使用記事率の推移
年 1887 1895 1901 1909 1917 1925 1933 1941
全記事 63 148 95 93 93 101 27 25
變
4 14 16 30 32 37 16 16
6.35% 9.4% 16.8% 32.3% 34.4% 35.6% 59.3% 64.0%
代
15 63 46 36 34 19 3 3
23.8% 42.6% 48.4% 38.7% 36.6% 18.8% 11.1% 12.0%
異
22 34 24 12 22 17 4 2
34.9% 23.0% 25.3% 12.9% 23.7% 16.8% 14.8% 8.0%
替
5 16 4 6 4 9 6 2




年 1887 1895 1901 1909 1917 1925 1933 1941
全記事 88 164 134 174 178 232 47 51
變
26 64 52 100 101 165 44 42
29.6% 39.0% 38.8% 57.5% 56.7% 71.1% 93.6% 82.4%
代
47 77 54 65 54 74 10 10
53.4% 47.0% 40.3% 37.4% 30.3% 31.9% 21.3% 19.6%
換
1 8 16 5 7 0 0 0
1.1% 4.9% 11.9% 2.9% 3.9% 0% 0% 0%
替
7 13 9 2 4 7 0 2

















































. （乱峰子「阪神實業界の少壯七傑」『太陽』1925 年 2 号）
（3）.ですから金魚鉢の中に水草を入れておくと、水をかへなくとも兩方元氣よく生きてゐますが、　.　.
. （著者多数「家庭科學何故何故問答　水の科學」『キング』1941 年 10 号）
（4）.我若し彼れに勝ちしとせば、彼れの事業は惡となり、善惡所を代ふべきのみ
. （木村鷹太郎「詩人バイロンの海賊，及び「サタン」主義（承前）」『太陽』1895 年 10 号）
（5）.金さへ出せばいいと云つてますから、お金を全部やつて下さい。命にはかへられませんから。　　　..　　　　
. （島崎ふじ子「咽喉に銃口をピタリ」『キング』1933 年 2 号）
（6）. 私は先きから祝辭を御述べになつた方とは違つたことをお話して祝辭に代へようと思ふ。　　　　　　　　　　　　　


























. （小汀利得「物價暴騰時代　損をしない心得・得をする心得」『キング』1933 年 2 号）
（2）..特に財産を色んな物に換へてもつてゐるものは金利が下つて金が安くなれば反對にもつてゐるも
のは上る道理でいいにきまつてゐる
. （乱峰子「阪神實業界の少壯七傑」『太陽』1925 年 2 号）
（3）.ですから金魚鉢の中に水草を入れておくと、水をかへなくとも兩方元氣よく生きてゐますが、　　.
. （著者多数「家庭科學何故何故問答　水の科學」『キング』1941 年 10 号）
（4）.我若し彼れに勝ちしとせば、彼れの事業は惡となり、善惡所を代ふべきのみ
. （木村鷹太郎「詩人バイロンの海賊、及び「サタン」主義（承前）」『太陽』1895 年 10 号）
（7）.偖て、僕は背廣に細君も着物を換へて、後は戸鎖りをと云ふ時である。
. （寺尾幸夫「賞與百圓決算」『キング』1933 年 2 号）
（8）.言を換へていへば彼等の感情は互に融合一致するにあらずや、
. （石橋忍月「感情を論して詩人に及ぶ」『太陽』1895 年 5 号）
（9）.郁榮が四椀めの飯を代へながら、箸をまだ動かしてゐるのだつた。
. （山中峯太郎「支那革命祕史　亂華『第四回』」『太陽』1925 年 13 号）
（10）.即ち男性が、女性と地位を換へたものだと云ふ。






. （島崎ふじ子「咽喉に銃口をピタリ」『キング』1933 年 2 号）
（6）. 私は先きから祝辭を御述べになつた方とは違つたことをお話して祝辭に代へようと思ふ。　　　　　　　　　　　　　
. （藤沢利喜太郎「菊池大麓先生」『太陽』1917 年 12 号）
（11）.人に頭を下げるのは、大嫌の男ぢやが、背に腹は代へられん。







. （竹田敏彦「街の戰友」『キング』1933 年 2 号）
（13）.支那にては其れをして詩に適なふだけに姿を更へしめ日本にては此働きをなし得ず
. （森田思軒「和歌を論ず（三）」『国民之友』1888 年 35 号）
（14）.だから彼等を動かすには社會をかへなければならない。
. （武者小路実篤「雜感」『太陽』1917 年 6 号）
（15）.名を變へて更に別の人間のやうになつて世の中へ出た、




















図 2	　「變」の意味の推移 図 3			「代」の意味の推移
図 4　「換」の意味の推移　
　「變」は［変容］，「代」は［交換］と.［代行］に中心に用いられている。「換」は後年になるほど数



















という表現が非常に多いことに気付く。全年次で 153 件ある「換」のうち 60 件が「言」あるいはそれ
に類する対象語（言葉・辭・語）をとり，これは「換」の対象語の中で最も大きい勢力である。また，
「言」またはそれに類する対象語にとる表現 73 件のうち，60 件が「換」で表記されており，この表現
188


























いつぱいになつてゐるのです。. （笹本寅「會津士魂」『キング』1941 年 2 号）
（17）..―服裝こそ變れ、九死一生の刹那に、生命の限りの恨みを籠めて見たその顏をどうして忘れよ
う！. （加藤武雄「小町屋惣七の戀―博多小女郎波枕―」『キング』1933 年 2 号）
（18）.文明の鬼の狂ふ處、山川風土互に替る大地の旅幾千里、





















いつぱいになつてゐるのです。. （笹本寅「會津士魂」『キング』1941 年 2 号）
（17）.―服裝こそ變れ、九死一生の刹那に、生命の限りの恨みを籠めて見たその顏をどうして忘れよ
う！. （加藤武雄「小町屋惣七の戀―博多小女郎波枕―」『キング』1933 年 2 号）
（18）.文明の鬼の狂ふ處、山川風土互に替る大地の旅幾千里、
. （土井晩翠「〔小説雜爼〕」『太陽』1901 年 4 号）
（20）. これでは幾ら大臣が代り次官が代つても、到底、理想などを實現するには困難である。　　　　　　　　　　　　
. （古島一雄「役人となつての感想」『太陽』1925 年 9 号）
（21）.『よし、今度は俺だ…』幾人代つても、皆同じやうにコロコロ投げ飛ばされる。








. （佐々木三津三「秘説本朝俠客列傳（その四）會津の萬吉」『キング』1933 年 6 号）
（23）..府縣會の議事は、代議士の、撰擧人に代りて、行ふものなれば、撰擧人は、何時にても、議事録
を閲覽し、. （宇川盛三郎「府縣會規則を論ず（三）」『国民之友』1888 年 33 号）
（24）.途轍も無い事と思うても脊に替られぬ腹を据て
. （南方熊楠「蛇に關する民俗と傳説（完）」『太陽』1917 年 14 号）
（25）.表に居る時は身に替り命に代る家來どもも多くして、晝夜の勤番毫も懈ることなし、　　　







. （賀川豐彦「幻の兵舎」『キング』1933 年 6 号）
（27）.物を云ふ態度なり容貌なり二年前と餘り變つたやうには見えなかつた。
. （有島生馬「イヱッタトリイチヱ」『太陽』1917 年 4 号）
（28）.涙と共に悔い改め、一生かはらぬ献身をキリストに誓つた。
. （無署名記事「ブース大將」『キング』1933 年 6 号）
（29）.相も變らず馭者を勤めてゐたが、斯うなつても氣にかかるのは、矢張りエデイのことであつた。　　　　　　　　　..　
. （大川白雨記「僕の武勇傳」『キング』1933 年 6 号）
（30）.相手の懷に飛び込んだ後、忽ち打つて變つて、しんみりとした調子になつた











. （室田義文「歴史以前の墨西哥國（承前）」『太陽』1901 年 8 号）
（32）.商人の道と云ふことも何ぞ農工の道と替ることあらんや、孟子も道は一なりと玉ふ，
. （作者多数「隨感隨想」『キング』1941 年 2 号）
（33）.年々歳々高山にあるものは平地にあるものと全然變つたものとなるのである。
. . （石川千代松「遺伝と色盲」『太陽』1925 年 12 号）
（34）. 朝鮮の地質は概して殆んど日本と異らず、隨て其肥沃なること亦た决して日本に讓らず。　　　　　　.　　　　.　　
















　次に，主要な「變」「代」の 2 字について，使用される意味分類の比率を示すと，図 9，図 10 のよう
になる。
図 9　「變」の意味の推移　 図 10　「代」の意味の推移
　「變」は［変容］と［異質］，「代」は［交換］と［代行］といったように，カエルよりも明確に意味
によって表記が書き分けられていることがわかる。
　次に，意味別に対応する表記の推移を観察すると，図 11～図 14 のようになる。
図 11　［交換］	の表記の推移 図 12　［代行］	の表記の推移














































年 1887 1895 1901 1909 1917 1925 1933 1941
全記事 145 186 132 149 106 106 23 20
現
33 54 59 82 61 77 17 10
22.8% 29.0% 44.7% 55.0% 57.6% 72.6% 73.9% 50.0%
顯
58 65 22 13 9 2 0 1
40.0% 35.0% 16.7% 8.7% 8.5% 1.9% 0% 5.0%
表
35 10 20 28 27 23 7 5
3.5% 5.4% 15.2% 18.8% 25.5% 21.7% 30.4% 25.0%
露
2 14 6 10 2 2 0 0
1.4% 7.5% 4.5% 6.7% 1.9% 1.9% 0% 0%
著
55 55 29 30 20 3 0 1
37.9% 29.6% 22.0% 20.1% 18.9% 2.8% 4.3% 5.0%
表 11　アラワスの表記別使用記事数と使用記事率の推移
年 1887 1895 1901 1909 1917 1925 1933 1941
全記事 105 174 149 229 168 266 34 36
現
41 73 79 181 144 221 29 32
29.6% 39.0% 38.8% 57.5% 39.9% 71.1% 85.3% 88.9%
顯
56 68 45 38 14 8 0 1
53.4% 39.1% 30.0% 17.0% 8.3% 3.0% 0% 2.8%
表
1 8 17 17 11 29 1 2
1.0% 4.6% 11.3% 7.4% 6.5% 10.9% 2.9% 5.6%
露
1 13 6 4 5 2 1 0
1.0% 7.5% 4.0% 1.7% 3.0% 0.8% 0% 0%
著
3 18 8 4 3 2 0 0
























. （小金井喜美子「浮世のさが」1895 年 7 号）
（36）.鐵舟は、その半紙を頂いてわが居間へ下がつたまま、その日は一日姿を現はさなかつた。
　　　　　　　　　　　. （著者多数「偉い人はここが違ふ」『キング』1933 年 2 号）
（37）.而して、いざ筆を採るとなつても、思想を表はす適當な文字が思ふやうに出て來なかつた。
　　　　　　　　　　　　.　. （小川未明「なぜ母を呼ぶ」『太陽』1917 年 12 号）
（38）.思に氏は畢生の伎倆を現はさんが爲めに出でたるや、
. （著者不明「鳥尾得庵氏樞密院顧問官となる」『国民之友』1888 年 25 号）
（39）.殊に今度の西南の戰爭にて拔群の高名を顯はし、世に名を知られた豪傑では御座りませんか、
　　　　　　　　　　　　　. （福地桜痴「夜の鶴（上）」『太陽』1895 年 8 号）
（40）..千八百七十年孛佛干戈を交ゆるに當り氏は遊撃軍の大隊長となり頗る勳功を顯し名聲漸く籍甚た
り　. （著者不明「〔海外彙報〕」『太陽』1895 年 3 号）
（41）.蓋し氏は小説家にあらず故に其の小説を著す所謂る此に托して以て胸中の經綸を攄るに過ぎず
　　　　　　　　　　. （著者不明「新日本を讀む」『国民之友』1887 年 1 号）
（42）..こは西洋膝栗毛を始めとし許多の奇文を著して一時奇才の譽を博せし故假名垣魯文翁の詳傳な
196











　　　　　.　　　　　. （三浦政太郎「最近榮養學上の進歩」『太陽』1925 年 2 号）
意味 1　［出現］〈姿を見せる〉
（35）.鐵舟は、その半紙を頂いてわが居間へ下がつたまま､ その日は一日姿を現はさなかつた。
　　　　　　　　　　　. （著者多数「偉い人はここが違ふ」『キング』1933 年 2 号）
（36）.齒をあらはしてしれしれとゑみしが、其開きし口は蛙の口の樣に見えぬ。
. （小金井喜美子「浮世のさが」1895 年 7 号）
（44）.ああ又、あいつはあすこの壁のすみに顏を顯はしました。
. （武者小路実篤「ＡとＢ」『太陽』1917 年 10 号）
（45）.鳥海山は院内以北、秋田に達するまでの汽車中から屢々天の一方に其秀靈なる山容を現はす。　　　　　　　　　　　　　　.
. （浅田江村「秋田大觀」『太陽』1909 年 12 号）
（46）.額に一文字蛇の如き青筋を現し、叱り付くる見幕の凄さは、人の愛の猫の可愛きに若かざるか。
　　　　　　　. 　（二橋生「除隊の馬」『太陽』1895 年 8 号）
（47）.温和しい人が酒を飮んで本性を現はしたやうに、














　　　　　　　　　　　　　. （小川未明「なぜ母を呼ぶ」『太陽』1917 年 12 号）
（38）.思に氏は畢生の伎倆を現はさんが爲めに出でたるや、
. （著者不明「鳥尾得庵氏樞密院顧問官となる」『国民之友』1888 年 25 号）
（43）.例へて見ると、各二十種ばかりのアミノ酸をＡＢＣ…で表はされるものと假定しやう。
















　　　　　　　　　　　　　. （福地桜痴「夜の鶴（上）」『太陽』1895 年 8 号）
（40）..千八百七十年孛佛干戈を交ゆるに當り氏は遊撃軍の大隊長となり頗る勳功を顯し名聲漸く籍甚た









　　　　　　　　　. （著者不明「新日本を讀む」『国民之友』1887 年 1 号）
（42）..こは西洋膝栗毛を始めとし許多の奇文を著して一時奇才の譽を博せし故假名垣魯文翁の詳傳な
り、　　　　. （著者不明「新刊案内」『太陽』1895 年 4 号）
（50）.終始一貫の説を述べ論を著はすは難くも有哉だ。
















図 16　「現」の意味の推移　 図 17　「顯」の意味の推移






図 21～図 24 になる。図中の「他表記」には，用例数の少ない「白」「見」「彰」の用例数をまとめて示
している。
図 21　［出現］の表記の推移　 図 22　［表出］の表記の推移
　
図 23　［周知］の表記の推移　 図 24　［著作］の表記の推移
　［出現］においては，1887 年の段階では「現」と「顯」，1895 年からは「露」も加わって 3 字の勢力
争いとなったが，1909 年から「現」が優勢になり，1933 年以降は「現」のみが用いられている。［表
出］は 1895 年までは「顯」が優勢であったが，1901 年に「現」や「表」が勢力を強め，1933 年まで
は「現」と「表」が拮抗したのち，1941 年に「表」が優勢となるに至っている。［周知］は数が少な









































. （益田甫「ハーゲンベツク大サーカス見物記」『キング』1933 年 6 号）
202
（52）.辛酸を甞めた結果、肉落ち、骨露れて、悄然たる姿に變じて。
. （下岡蓮杖「寫眞術研究の話」『太陽』1901 年 8 号）
（53）..先以て廢藩置縣からして掛らなければ、曠世の英傑の現れざる限り、いつ迄行つても眞の統一の
得られ樣はない。　　.. 　（摩天樓「編輯机上」『太陽』1917 年 10 号）
（54）.果して施行後、沒常識の判決現はれて法曹界を騷がしたること屢次あつた。






になつてゐる。　. 　（著者不明「科學ニユース」『キング』1941 年 6 号）
（56）.從來弱を虐け助なき人民を壓付ける多數日本人の癖性は、會釋なく半島に現れた、
. （島田三郎「統監政治批評　虚飾政治の暴露」『太陽』1909 年 6 号）
（57）..氏の畫の海などに赤や黄の斑紋が顯はれるのは昔からの癖であるが、私には出來損つた三色版に










. （久松義典（訳）/ブール・バシール（作）「伯林社會（七）」『国民之友』1888 年 34 号）
（59）..又一方にはポーランドとか或はルーマニヤとか云ふやうな歐羅巴中にその農業國として著はれた
地方を占領し、また近時は露領へ深く侵入してリガを占領すると云ふやうな勢ひであるから、








として減じて居ります。.... （与謝野晶子「心頭雜草」『太陽』1925 年 14 号）
（61）.新文藝、帝國文學などに、松村潮音の韻文、多くあらはる。
















　次に，アラワレルのそれぞれの表記がどの意味で使用されるかを示すと，図 26～図 30 のようにな
る。
図 26　「現」の意味の推移　 図 27　「顯」の意味の推移










　次に，それぞれの意味がどの文字で書かれているかを示すと，図 31～図 34 になる。
図 31　［出現］の表記の推移　 図 32　［表出］の表記の推移
















いられた漢語を抽出すると，頻度の多い順に，「顕著（236 件）」「顕微（61 件）」「貴顕（37 件）」「顕象
（25件）」「顕然（23件）」「顕現（22件）」ほか43語が出現した。1925年に2件以上用例を確認できるの
は「顕著/顕微/貴顕/顕然/顕現」の 5 語のみで，「顕象」とそのほか 43 語は 1917 年までに淘汰され
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